
瀬戸蔵 ☎97・1555 瀬戸蔵は、保守点検のため１２/１５（月）、１２/２８（日）～１/４（日）を休館（駐車場は利用可）します。文化センター ☎84・1811 文化センターは、保守点検のため１２/９（火）、１２/２８（日）～１/４（日）を臨時休館します。

12/14　●日

●講 師　鈴木紹陶武 氏（鈴木青々のご令孫）　●日 時　１２/６（土） 午後１時３０分～
●場 所　美術館展示室　※事前申込不要、要入館料ギャラリートーク

 時　間　①午前10時～正午　②午後2時～4時（１時間程度の体験）
 場　所　新世紀工芸館工房棟３階 体験工房
 参加費　1人510円（当日支払い）
 定　員　各回8人（先着順）
 対　象　５歳から中学３年生までのお子さんと保護者の２人１組

※多くの方に体験していただくため、平成２６年４月以降にガラス体
　験に参加された方は、キャンセル待ちでの受け付けになります。

 申込方法　電話でお申し込みください。
 応募期間　12/6（土）午前10時～　◆作品は当日お持ち帰りできます。

　鈴木青々は、河本五郎と加藤舜陶とともに「瀬戸の三羽烏」と呼ばれ、瀬戸の陶芸界を牽引し、瀬戸陶
芸の発展に大きく寄与した陶芸家です。
　本展は、鈴木青々の生誕１００年を記念して、５０年以上もの作陶人生の中で制作された代表作約４０
点を一堂に展示し、鈴木青々の業績を回顧するものです。また、
生涯にわたって制作していた陶壁約１０点の写真も展示します。

瀬戸市美術館特別展 鈴木青々展

 時　間　午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
 入館料　大人３００円、高大生２００円、中学生以下・妊婦・６５歳以上・
 　　　　障害者手帳をお持ちの方は無料
 休館日　１２/９（火）、１２/２８（日）～１/４（日）、１/１３（火）

生誕１００年記念・陶祖８００年祭記念　

1/18　 まで●日

瀬戸市美術館 ☎84・1093

瀬戸蔵ミュージアム ☎97・1190

■関連イベント

　親子でガラスのペーパーウェイトにサンドブラストで判を彫ります。
　接着剤でガラスに名前や模様を描き、サンドブラストをかけて削り出し、はんこにします。

ガラス体験 
冬の親子体験 サンドブラストでオリジナルはんこを作ろう！

時　間 午後1時～3時 参加費 無料（要入館料）
定　員 20人（先着順）

型紙カードづくり
　やきものの絵付技法の１つである型紙を使って、オ
リジナルカードを作ります。今回は年賀状を作ります。

12/7●日12/7●日

時　間 正午～午後３時
参加費 １服４００円（生菓子付き）

呈茶コーナー
　お好きなお茶碗を選んで抹茶が
飲めます。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

 時　間　午前9時～午後6時（入館は午後5時30分まで）　 場　所　瀬戸蔵ミュージアム
 休館日　１2/15(月)、12/28（日）～1/4（日）
 入館料　一般500円、65歳以上・高大生300円、中学生以下・妊婦・障害者手帳をお持ちの方は無料
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1/25　 まで●日瀬戸のクラフトの系譜－昨日、今日、明日へ－
新世紀工芸館 ☎97・1001

 時　間　午前10時～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

 場　所　新世紀工芸館展示棟　 入館料　無料
 休館日　火曜（祝日の場合は翌平日）、

12/28（日）～1/4（日）
※11/26（水）は正午まで休館。

　瀬戸クラフト協会の設立50年を記念し、瀬戸におけるクラフトの系譜と
今をご覧いただく企画展を開催します。若手からベテランまでのさまざまな
クラフトマンによる作品を紹介し、「クラフト」の新たな展望を探ります。

瀬戸クラフト協会設立50年記念・陶祖800年祭記念 企画展

寺田 聡

鈴木 義宣
杉原 京
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頼りにされる市役所へ頼りにされる市役所へ
　昨年６月から建築を進めてきた新庁舎が完成し、竣工記念式典を開催し
ました。市長は式典で、「新庁舎は、平時には市民の方にとって利用しやす
く、災害時には災害対策の中枢拠点となるもので、職員一丸となって市民の
皆さんに親しまれ、頼りにされる市役所を目指します。」と述べました。
　午後からは内覧会を行い、多くの市民の皆さんにお越しいただきました。

　11/4（火）からは、新庁舎での業務を開始しました。
　１階には、手続き時間の短縮のために、市民サービスを
集約した総合窓口を導入しました。
　また、大型地震にも対応できる免震構造を採用した災害
に強い庁舎となっているほか、ＬＥＤ照明や太陽光発電シ
ステムも搭載されるなど、優れた環境性能も備えています。
　業務開始となったこの日、新庁舎を訪れた皆さんは、新
しい建物と窓口に驚いたようすで手続きをされていました。出生届のために訪れた塚﨑
久和さんは、「すごくきれいで驚きました。より良いサービスに期待したいです。」と話して
くれました。今後も市民の皆さんに親しまれる市役所を目指し、サービスの充実を図って
いきます。

　チュニジア・ナブール市との姉妹都市提携10周年を記念した催しが瀬戸蔵で開か
れ、多数の人出で賑わいました。ナブール市は、チュニジアにおける陶磁器の産地とし
て知られることから、2004年に姉妹都市提携を結び、交流が行われています。
　催しでは、チュニジア音楽のコンサートが開かれたほか、現地の衣装を試着できる

コーナーなどがあり、来場者はさまざまな形でその文化に触れていました。
　チュニジアの食を楽しめるビュッフェも開かれ、普段はなかなか食べることのない料理に来場者か
らは感嘆の声があがっていました。小学４年生の早崎由愛さんは「さっぱりしておいしい！」と元気よ
く答えてくれました。

これからも友好を！これからも友好を！土

土

総合窓口


